
広報

(1/14 .本町保育所〉

2月3日は節分¥子供たちの楽しい行事のひ
とつです。ここ本町保育所でも¥園児たちが鬼

の帽子などを作りましだ。 (

「鬼は~そと¥福は~うち/-.J¥悪い鬼さん

はいませんか?¥みんな楽しく遊ぼうね。

節分の翌日は立春¥暦の上では春を迎えます。

進学 ・就職など¥皆さんはどんな春を迎えられ

るのでしょうか。

平成6年 2n~
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決
意
新
た
に
消
防
出
初
式

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1
月
8
日、

ボ

l
ト
場
駐
車
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、

防
火
な
ど
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
消
防
回
目
個
分
団
、

消
防
署
、
商
店
街
な
ど
で
組
織
す
る
自
衛

消
防
隊
な
ど
総
勢
約
7
0
0
人
、
消
防
車

出
台
が
参
加
。
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
功

労
者
や
優
良
分
固
な
ど
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「

こ
の
あ
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
消
防

署
、
各
消
防
分
団
、
自
衛
消
防
隊
、
消
防

車
な
ど
が
市
内
を
行
進
す
る
と
、
沿
道
に

つ
め
か
け
た
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
幼
児

や
道
行
く
人
た
ち
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
行
わ
れ
た
全
消

防
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
演
習
。
勇
ま
し

い
ま
と
い
姿
、
勢
い
よ
く
立
ち
上
る
水
柱

企消防署や消防固など

約700人による分列行

進 (西三城町)

4盛んな声援を送る幼
少年消防クラj'のチビッ
コたち (西三城町)

に
、
防
火
・
防
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

皆

さ

ん

で

す

。

(

敬

称

略

)

県
知
事
表
彰

(
一
氷
年
動
続
功
労
章
)

市
長
表
彰

(
お
年
勤
続
章
)

朝
長
邦
彦
、
井
上
勝
、
出
口
智
規
、
山
下

俊
忠
、
島
田
清
人
、
山
口
憲
彰
、
溝
道
忠

一
、
石
本
和
幸
、
伊
東
正
義
、
七
山
強
、

福
田
俊
美

県
消
防
協
会
長
表
彰

(特
別
育
功
章
)

山
口
敏
行
、
坂
本
義
孝
、
福
田
一
郎
、
久

保
一
誠
、
西
川
正
人
、
松
尾
義
幸
、
中
尾

強
、
松
本
健
治
、
吉
村
嘉
則
、
富
浦
春
男
、

尾
上
博
、
北
信
博
、
政
木
峰
幸

，( 

最
大
高
引
メ
ー
ト
ル
に
伸
び
る
最
新
鋭

は
し
ご
車
。
昨
年
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

2
J

S
 

λ
仇
弘
、
h

、d

，ι、
骨川

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
育
功
章
)

吉
本
吉
勝
、
今
里
智
明
、
馬
場
重
雄
、
山

川
秋
信
、
岩
坂
俊
雄
、
山
本
英
樹
、
畠
田

義
博
、
原
博
文
、
沖
田
盛
慶
、
森
健
二
郎、

入
口
新
一
、
畑
中
勇
二
、
山
口
和
夫
、
福

田
末
弘
、
小
瀬
良
清
、
中
原
昇
、
前
田
正

春
、
竹
下
好
行
、
吉
川
清
、
上
野
文
久
、

杉
本
敏
、
中
島
富
雄
、
中
川
利
幸
、
大
浦

昇
、
高
以
良
光
博
、
山
川
邦
夫
、
一
世
正

則
、
辻
本
健
太
郎
、
川
本
友
一
、
福
田
菊

雄
、
高
以
良
直
、
渡
遁
和
幸

県
消
防
協
会
長
表
彰

(却
年
精
続
章
)

田
中
正
則
、
開
田
熊
男
、
中
尾
強
、
浦
田

贋
芳
、
堀
田
彰
博
、
山
上
修
、
草
野
澄
男
、

永
見
繁
美
、
池
田
政
明
、
池
田
辰
則
、
福

田
菊
雄
、
高
以
良
直
、
渡
遺
和
幸

市
長
表
彰

(お
年
勤
続
章
)

竹
田
英
雄
、
西
村
敏
明
、
喜
野
元
明

市
長
表
彰

(
何
年
勤
続
章
)

山
口
敏
行
、
峯
静
男
、
田
添
敏
治
、
吉
本

吉
勝
、
山
口
和
夫
、
小
瀬
良
清
、
中
原
昇
、

前
田
正
春
、
竹
下
好
行
、
吉
川
清
、
上
野

文
久
、
杉
本
敏
、
中
島
富
雄
、
中
川
利
幸
、

大
浦
昇
、
高
以
良
光
博
、
山
川
邦
夫
、
一

世
正
則
、
辻
本
健
太
郎
、
川
本
友
一
、
福
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田
末
弘
、
福
田
正
徳
、
宮
原
栄
二
、
松
本

正
登
、
野
添
幸
重
、
中
川
内
義
雄
、
陣
内

明
、
林
好
広
、
垣
内
幸
雄
、
森
和
行
、
笠

寺
幸
雄
、
福
田
保
雄
、
大
塚
光
明
、
藤
田

宏
幸
、
野
田
善
則
、
石
平
秋
則
、
熊
脇
正

広
、
長
岡
力

・
一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状

第
7
分
団
元
後
援
会
長
福
田
豊

第
8
分
団
元
後
援
会
長
染
石
常
雄

・
無
火
災
分
団

第
5
分
団
、
第
9
分
団
、
第
日
分
団
、
第

ロ
分
団
、
第
日
分
団
、
第
日
分
団

-
優
良
分
団

第
日
分
団
、
第
日
分
団

1
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

l

故
・
井
本
文
夫
、
山
口
英
之
、
高
見
慶
治
、

喜
野
一
正
、
山
口
住
夫
、
高
尾
稔
、
田
崎

亘
宏
、
松
尾
正
人
、
松
本
茂
樹
、
松
尾
二

郎
、
藤
崎
健
一
、
橋
口
明
、
一
瀬
良
治
、

秀
山
隆
一
、
山
口
義
弘
、
渡
遺
隆

一
、
宮

内
寛
、
池
水
重
治
、
木
村
長
守
、
上
松
祐

八
郎
、
清
水
学
、
鹿
山
雅
勝
、
相
田
正
嵩
、

桑
原
義
春
、
田
中
清
賓
、
今
道
正
一
、
森

克
彦
、
岩
崎
久
幸
、
宮
本
武
夫
、
上
野
継

則、

一
瀬
修
、
井
手
真

一
郎
、
林
真
澄



新
社
会
人
と
し
て
の
門
出
を
祝

う
成
人
式
が
1
月
日
日
、
市
民
会

館
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

=今年の成人者は

1，206人=

平成6年 2月号広報おおむら

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、

男
6
0
2
人
、
女
6
0
4
人
の
合

計
1
2
0
6
人
。
式
に
は
、
振
り

そ
で
や
清
そ
な
洋
服
姿
、
ス
ー
ツ

姿
な
ど
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

る
新
成
人
約
9
0
0
人
が
出
席
。

松
本
市
長
が
、「
全
て
に
対
す

る
感
謝
と
、
初
歳
と
い
う
人
生
の

節
目
を
機
に
、

未
来
に
向
か

っ
て

決
意
を
新
た
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
仕
事
に
対
す
る
誇
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
、
そ
し
て
国

際
的
な
視
野
に
立

っ
て
、
新
し
い

知
恵
と
力
を
大
村
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
新
し
い
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

野
田
憲
志
さ
ん

(木
場
2
丁
目
)

と
木
場
芳
子
さ
ん

(久
原
2
丁
目
)

の
2
人
が
、
新
成
人
と
し
て
の
決

意
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

=新成人の主張=

自分を

しっかりもって

野田憲志さん

(木場2丁目〉

人間関係を円滑にするうえで¥一

方的に¥無批判的に¥他人の意見ば

かりに賛同し流されることは¥自分

の考えを放棄するだけでなく¥一人

の人間としての存在を否定すること

になると思う。

自分で考え¥自分というものをし

っかり持ち¥ゆとりをもって¥自ら

を省みることを忘れずに生きていき

だい。

責任と自覚を

もって

fi， 

外
国
人
青
年
も
出
席

新成人としての自覚、希望を胸に

臨んだ成人式 (1/15・市民会館)

H

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
。ヒ
ー
タ
ー
さ
ん
H

成人式を迎え喜び、いっぱい f

振りそで姿が良くお似合いです。

ピーター・スペルマンさん

木場芳子さん

(久原2丁目〉

社会の一員とされる大人になっ芝

ガ¥人生80年といわれる今日¥私だ
ちは4分の?の人生を歩んできだに
すぎない。これからも数多くの壁ガ

立ちはだかると思うガ¥社会を担っ

ていく者の一人として¥責任と自寛

をもって行動するとともに¥周囲の

人の助言 ・指導をもとに¥自分自Eき
を磨いていきだい。

向
陽
高
校
に
短
期
留
学
し

て
い
る
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ピ

1
タ
l

・ス
ペ
ル
マ

ン
さ
ん
も
初
歳
を
迎
え
、
成

人
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

紋
付
き
は
か
ま
姿
で
訪
れ

た
ピ
l
タ
ー
さ
ん
、

「祖
国

に
は
こ
う
い
う
風
習
は
無
い

が
、
お
も
し
ろ
く
て
と
て
も

良
い
事
と
思
う
。
い
い
思
い

出
に
な

っ
た
」
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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カメラ

スポット

企無病患災祈って

(1/ア・須田ノ木町〉

須田ノ木町老人会のゲートボール愛馬

会と周子ども会合同で、毎年行っている

「鬼火だき-.10今年も?月ア白¥同町のふ

れあい広場で実施されましだ。

まだ、辺りは暗い朝68寺、子供だちガ眠

い自をこすりなガら、しめ飾りやもちを

持って集まってきます。 ij，¥_ン」 と竹

ガはじけるだびに¥眠だい日もパッチIj、

「オンノホネー」と喚声をあげ、?年間

の無病患災を祈りまし芝。

このあと¥焼いたもちでぜんざいを作

って吉鼓¥楽しいひとときを過ごしまし

だ。

企家内安全祈って「イ工ーモセJ

(1/15.水田all)
水田町子ども会は7月15巴、恒例のモクラ打
ちを行い¥家内安全 ・豊作を祈りまし疋。

30数年前から¥子供会行事として受け継がれ
ている伝承行事ですが¥いまでは余り見受けら

れない¥この町内唯一の行事の一つです。

ワラを巻き付けた竹で iOOさんの家の栄え

るごと¥イ工ーモセ¥イ工ーモセ(祝い申せ)-.1

「モットモター¥モットモダー」と唱和しなが

ら¥各家庭の地琶をただき回りました。

最後は¥あ白さんだちが作ってくれだぜんざ

いを¥おいしそうにほおばっていました。

h
p
新
春
の
風
を
受
け
て(
?
/
9
・西
部
町
)

三
浦
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
は
つi
月

9
日
、
県
立
大
村
病
院
周
辺
を
会
場
に
、
問
地

区
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
ロ
で

何
回
目。

こ
の
巴
は
¥
地
区
の
小

・
中
学
生

・一

般
な

ど
約

7
5
0人
ガ
参
加
。
子
供
だ
ち
は
、
新
春

の
風
を
腹
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
な
が
ら
、
元
気

に
駆
け
出
し
て
い
ま
し
だ
。

町、

‘~ ) 

4

司
元
気
に
か
る
た
と

に
ら
め
っ
こ

(ぺ
1
/
4

・
市
コ
ミ
セ
ン
〉

お
正
月
を
祝
う
新
春
か
る
た
大

会
ガ
パ
1
月
4
目
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

開
か
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
だ
。

冬
一
休
み
講
座
と
し
て
開
講
し
だ

か
る
た
教
室
の
総
仕
上
げ
と
し
て

開
い
だ
も
の
で
、
会
場
に
は
小
学

パ|
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
約
初
人

ガ
参
加
。

4
人
ガ
一
グ
ル
ー
プ
と

な
り
そ
れ
ぞ
れ
が
か
る

だ
と
に
ら
め
っ
こ
、
講

師
の
野
口
弘
満
さ
ん
ガ

百
人
一
首
を
読
み
上
げ

る
と
¥
子
供
た
ち
は
元

気
に
、
そ
し
て
す
ば
や

い
動
き
で
札
を
取
り
合

っ
て
い
ま
し
疋
。

砂みんなガンバレー
(1/9・田下旬〉
地域住民の体育振興¥

健全育成などを図った

第13ロ萱瀬新春駅伝大
会ガ?月9己、萱瀬中
学校周辺を会場に行わ

れ¥沿道から盛んな声 ぉ

援ガ送られていまし疋。 回'!!!.""'"

萱瀬体育振興会ガ包

年開催しているもので‘¥今回は14チーム
ガ出場、第?走者は支姓¥戸ン力ーは40
歳以上という幅広い年齢層の参加の中¥

5区間での健闘が競われましだ。
まだ¥小 ・中学生による口ードレース

大会も併せて行われています。

平成6年 2月号

前田助役退任

=長い間ご苦労犠でした=

市助役としてご尽力されてきた前田喬

介氏が、1月17日付を もって助役を退任

されましたD

昭和63年3月、県農林部長を最後に県

を依願退職、同4月から市助役として就

任。以来今日 まで、絶ゆまない努力と行

動力で大村市発展にご尽力されましたが、

一身上の都合により退任されることになっ

たものです。

退任式のあと、

市職員が集まり、

しみま した。

市職員の見送りを受ける前田助役

(1/17・市役所)

市役所玄関には多く の

花束を贈呈、 別れを惜

広報おおむら

- 4 -

と命名

国
道
弘
号
か
ら
東
本
町
へ
通
じ
る
市
道

西
本
町
宮
ノ
本
線
と
伊
勢
町
線
の
レ
ン
ガ

舗
装
工
事
の
一
部
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
利

用
者
の
間
で
も
好
評
で
す
。

大
村
市
で
は
、
花
と
緑
の
街
並
み
整
備

事
業
の
第
一
期
と
し
て
、

J
R
大
村
駅
か

ら
国
道
へ
通
じ
る
市
道
大
村
駅
前
線
と
大

村
警
察
署
前
を
通
り
国
道
へ
通
じ
る
市
道

八
幡
町
線
を
始
め
、
こ
の
周
辺
の
市
道
整

備
を
計
画
。
平
成
5
年
度
か
ら
3
か
年
の

計
画
で
、
レ
ン
ガ
や
自
然
石
、
カ
ラ
l
、

タ
イ
ル
舗
装
、
街
路
樹
の
植
替
え
な
ど
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

今
回
完
成
し
た
の
は
こ
の

一
部
で
、

国

道
か
ら
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
ま
で
の
レ
ン
ガ

舗
装
3
5
5
M。
加
基
の
モ
ダ
ン
な
デ
ザ

イ
ン
の
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
、
通
り
を
明

る
く
照
ら
し
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
空
港
と
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

の
レ
リ
ー
フ
も
敷
か
れ
、
し

ゃ
れ
た
通
り

に
変
身
、
通
称
下
波
止
・

上
波
止
通
り
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
「
波
止
の
街
レ
ン

ガ
通
り
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

R皮止の街レンガ通り」
=レンガ舗装道一部完成=

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
特
別
講
習
会

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

特
別
講
習
会
へ
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

家
庭
の
主
婦
が
、

交
通
事
故
か

ら
我
が
家
を
守
る
主
役
の
座
を
占

め
て
い
ま
す
。
我
が
身
を
含
め
て

い
つ
ふ
り
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
恐
ろ
し
き
を

も
う

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

2
月
9
日
側
、
午
後
1
時

初
分
j
4
時

場
所

運
転
免
許
試
験
場

(安
全

運
転
学
校
)

内

容

映

写
会
・
交
通
講
話
・
運

転
適
性
指
導

主
催

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全

協
会

(電
話
⑬

9
8
8
9
)

J

R
大
村
線
の

蕗
一
切
は
‘
事
故
多
発
市
町

一事
故
防
止
策
と
し
て
車

一を
禁
止
し
ま

陶
磁
器
製
造
業
・
和
服
裁
縫
業

議
鍾
工
貨
を
裁
韮

長
崎
県
内
に
お
い

て
、
和
服
裁

縫
業
に
つ

い
て
は
平
成
6
年
1
月

6
日
か
ら
、
陶
磁
器
製
造
業
に
つ

い
て
は
同
1
月
日
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

業
務
に
従
事
す
る
家
内
労
働
者

の
方
、
業
務
を
委
託
す
る
委
託
者

に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
を
機
会
に

最
低
工
賃
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
労
働
基
準
局

一

(
宮

0
9
5
8
⑬
6
3
4
3
)

寸



長崎県知事選挙の投票日

2局20固包固》

午前7時

午後6時
=一人もれなく投票しましょう=

ふ
る
さ
と
の

未
来
を
ひ
ら
く

こ
の
プ
票

* も 2 

投票 れ 今後 2月0 任期満了

に行 投票なくし 年問4 に目

は 投冨市均吉支 によ

午前7 ま る
しよ 行わ

レせ
ンる

鳴をら 大切な

、

2 
月

すまし 挙選 3 

企耳口日とミで
す

さ
一 れ
人

、

(換
i菓1
!箱:

投
票
資
格
ガ
あ
る
人

生
ま
れ
た
人
口

選
挙
人
名
簿

住
所
要
件

平
成
5
年
日
月

2
日
ま
で
に

大
村
市
に
転
入
の
届
出
を
し
、

2
月
2
日

現
在
住
ん
で
い
る
人
。

*
投
票
日
前
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
さ
れ

る
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

年
齢
要
件

昭
和

ω年
2
月
幻
日
ま
で
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
人
を
記
載
し

た
書
面
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

2
月
3
日
同
j

4
日
幽

時
間

午
前
8
時
鈎
分
j
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
、
仕
事
な
ど
に
従

事
中
の
場
合

②
や
む
を
え
な
い
理
由
で
市
外
へ
行
か
れ

る
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
転
出
の
場
合
(
県
内
の
他
の
市
町
村
へ

の
転
出
に
限
る
)

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、
投
票
の

公
正
を
期
す
る
た
め
手
続
き
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

2
月
3
日
同
j

U
日
出

*
日
曜

・
祝
日
も
で
き
ま
す
。

時

間

午

前
8
時
初
分
i
午
後
5
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

体
の
不
自
由
な
人
は

郵
便
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
重
度
の

障
害
の
人
は
、
郵
便
で
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い

(有
効
期
間

4
年
)
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
人
は
、

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
請
求
書

に
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
付
し
て
、

2

月
日
日
同
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
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代
理
投
票
お
よ
び

点
字
投
票
も
で
き
ま
す

身
体
の
障
害
な
ど
の
た
め
、
投
票
用
紙

に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投

票
(
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
っ
て

書
く
こ
と
)
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
点
字

投
票
を
す
る
人
も
、
投
票
所
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

県
内
の
他
市
町
村
ヘ

転
出
さ
れ
る
人
の
投
票
は

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ

れ
る
人
は
、
次
の
方
法
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
大
村
市
の
投
票
所
で
投
票
す
る

場
合転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
(
無

料
)」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
転
出
先
の
市
町
村
の
ど

ち
ら
か
で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
も
、
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
の
折
、
転
出
先
の
市
町
村
長
が
発

行
す
る

「引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書」

が
必
要
で
す
。



広報おおむら平成6年2月号

県
内
の
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
人
の
役
票
は

平
成
5
年
日
月
3
日
以
降
、
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
大
村
市
へ
転
入
の
届
出
を
さ

れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
次
の
方
法
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
前
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合

大
村
市
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
(
市
民
課
で

発
行
し
ま
す
。無
料
)
が
必
要
で
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

大
村
市
ま
た
は
前
住
所
地
の
ど
ち
ら
か

で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
も
投
票
用
紙
な
ど
の

請
求
の
折
、
大
村
市
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
肯
の
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。

投票所の場所

投票所入場券にあなたの投票所は記入されていま

す口お間違いのないようにしてください。

投票所入場券は、郵便で直

接皆さんへお届けします。

2月8日ごろ発送しますが、

もし届かない人は、選挙管理

委員会または近くの出張所へ

お問い合わせください。

なお、最近、市内で転居さ

れた人は、選挙人名簿の移し

替えができない人もあります。

入場券に記載されている投票

所でなければ‘投票できません

ので、入場券をよく確かめて

投票所へお出かけください。

i選挙についての問い合わせは ! 

l一一選挙管苧員会(むト411P竺!

投票所入場券幸R

知事選李の選挙公報は¥2
月刊日ごろ¥町内会長を通じ

て各世帯に配布します。もし¥

届かない世帝がありましたら¥

近くの出張所か選挙管理委員

会ヘご連絡ください。

開

投票区 投 言百I宣， 所 所在地

1 今村 公民館 メ-〉7、 キす 町|

2 一 浦 出 張所 日 泊 町 l

一3 主令 田 出 張所 大 里 町
4 上久原公民館 久原 2丁目
5 市 民 体育館 久原 1丁目
6 市立大村幼稚園 玖島 1丁目
7 市 .J.L 図 書 館 東 本 町

8 椎 池 公民館 東大村2丁目
9 柴 田 公民館 一 城 町
10 社会福祉センター 西ニ城町
11 中地区住民センター別館 手口 町

12 古 町 公民館 古 町 1丁目
13 中地区住民センタ ー 松並 1丁目
14 池田新町公民館 池 田 新町
15 諏 訪公民館 諏訪 2丁目
16 西大村本町公民館 西大村本町
17 植松公民館 植松 3丁目
18 竹松アパート集会所 小路口町
19 大村子供の家 原 口 町
20 竹松 出 張所 大 川 田町
21 宮小路公民館 宮小路2丁目
22 主さき主 帯責 出 張所 田 下 町

23 市立黒木小学校 里 木 町

24 子高 重 出 張所 皆 同 町
25 松 原 出 張所 松原本町
26 南野岳集落センタ ー 野 岳 町
27 木場公民館 木場 1丁目

公

麗

市民体育館で

即日開票

午後7時30分から

挙選

一一一一…

大村市生活排水対策

推進員を募集します

平成6年度大村湾を守るために

いまあなたの力が必要です

=大村湾の汚れの原因はいったいどこにあるのでしょうか=

工
場
排
水
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
実
は
私
た

ち
の
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水
が
大
き
な

原
因
(
全
体
の
約
6
割
)
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
個
々
の
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
は
わ
ず

か
で
も
、
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
た
い
へ
ん
な
量

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
大
村
市
生
活
排
水
対
策

推
進
員
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
に
よ
り
、

生
活

排
水
対
策
を
全
市
的
に
進
め
て
い
ま
す
。「
私

も
ぜ
ひ
力
に
な
り
た
い
/
」
と
い
う
方
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限

2
月
日
日

ω

※
な
お
、
別
人
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

推
進
員
の
主
な
活
動
内
容

①
生
活
排
水
対
策
学
習
会
な
ど
へ
の
参
加
の
呼

び
か
け
。

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
茄
の
呼
び
か
け
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配
布
。

④
河
川
な
ど
で
の
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査

な
ど
水
質
保
全
に
関
す
る
活
動
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
環
境
衛
生
課
公
害

規
制
係
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
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田

原

澄

夫

さ

ん

(松
並

2
丁
目
・
日
歳
)

審
判
も
国
際
レ
ベ
ル
ヘ

日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
員
H

勤
労
者
の
集
い
の
場

リ
勤
青
ホ
ー
ム
講
座
リ

原

口

展

子

さ

ん

(乾
馬
場
町
・

お
歳
)

< ) 

平成 6年2月号

音琴さん家族 (小川内町)

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら
、
藤
雄
さ
ん
日
間
、
恵
美
子
さ
ん
刷
、
美
希
ち
ゃ
ん
川
、
彩
ち
ゃ
ん
川
、

美
穂
ち
ゃ
ん
川
、
忠
雄
さ
ん
側
、
タ
カ
エ
さ
ん
制

ー
種
審
判
員
、

1
種
指
導
員
そ

し
て
、
国
際
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

の
国
際
審
判
員
と
し
て
の
資
格
を

持
つ
田
原
さ
ん
。
県
協
会
の
審
判

長
、
同
事
務
局
長
、
市
協
会
の
理

事
長
を
務
め
る
な
ど
、
過
密
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅

広
い
層
の
競
技
人
口
を
持
つ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
。
審
判
員
と
い
う
の
は
、

そ
の
裏
方
的
役
割
を
果
た
す
一
方
、

大
変
な
仕
事
で
す
口

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
た

今
日
、
国
際
ル

l
ル
に
添
っ
た
審

判
へ
の
要
求
も
強
く
な
り
、
そ
の

統

一
化
は
最
も
重
要
に
な
っ
て
い

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
は
、
各
種

講
座
を
通
し
て
、
働
く
薪
者
に
仕

事
後
の
余
暇
を
利
崩
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
、
勤
労
者
の
た
め
の
施

設
。
原
口
さ
ん
は
、
副
会
長
と
し

て
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
で
は
現
在
、
料
理
、
華

道
、
茶
道
、
書
道
、
着
物
着
付
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
紙
粘
土
、
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
定
例
講
座
ほ
か
、
英
ム
一会
問、

俳
句
、
バ
ン
ド
な
ど
の
自
主
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
す
。

原
口
さ
ん
は
、
華
道
(
池
坊
)

と
料
理
講
座
を
学
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、
季
節
に
合

っ
た
生
け
方
を

教
わ
り
、
心
も
落
ち
着
い
て
く
る

〆

¥ 

わ
た
し
の
家
は
7
人
家
ぞ
く
で

す
。お
父
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

農
業
を
し
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
家
に
い
ま
す
D

お
母
さ
ん

は
、
ほ
い
く
え
ん
に
い
っ
て
い
ま

す
口わ
た
し
と
い
も
う
と
た
ち
は
、

小
学
校
に
い

っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
3
人
は
、
ダ
ン
ス
を
な
ら
っ

て
い
ま
す
。
お
ど

っ
て
い
る
と
き

が
い
ち
ば
ん
た
の
し
い
で
す
口

わ
た
し
の
家
ぞ
く
は
み
ん
な
な

か
よ
し
で
す
。

(彩
)

る
。
田
原
さ
ん
は
、
市
内
だ
け
で

な
く
県
下
の
郡
市
の
審
判
講
習
な

ど
に
も
、
講
師
と
し
て
積
極
的
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
ぬ
年
か
ら
審
判
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
休

日
も
な
く
、
家
庭
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
と
ふ
り

返
る
と
と
も
に
、
職
場

・
家
庭
の

理
解
、
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

こ
の
仕
事
に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
感
謝
さ
れ
る
。

一
球

一
球
の
重
み
を
胸
に
白
球

を
見
つ
め
る
審
判
員
、
田
原
さ
ん

の
姿
に
、
ひ
と
つ
の
ミ
ス
を
も
許

さ
な
い
と
い
う
厳
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

と
い
う
華
道
。
和、

洋
、
中
華、

菓
子
な
ど
、
い
ろ
ん
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
が
増
え
た
料
理
教
室
は
、
日

常
生
活
の
中
で
、
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

同
ホ
l
ム
で
は
2
月
幻
日
、
こ

れ
ま
で
の
講
座
の
成
果
を
発
表
し

よ
う
と

「ヤ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
着
々

と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
口
さ
ん
は
、
こ
れ
を
機
に
、

1
人
で
も
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て

ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、
趣
味

を
楽
し
み
な
が
ら
、
同
年
代
の
多

く
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
ホ
l
ム
講
座
へ
の
入
会
を
と
呼

び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

~ ) ((， 

こちら自由席一一一

手窃グループ

8 

て
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
り
し
て
い

ま
す
。

講
師
の
先
生
を
中
心
に
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
手
編
み
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
作
り
に
は
最
適
な
楽
し
い

グ
ル
ー
プ
で
す
口

自
分
で
何
か
独
自
の
手
編
み
作

品
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
週
火
曜
日
、
午
前
日

時
か
ら
ロ
時

場
所

中
地
区
公
民
館

講
師

有
本
清
子
先
生

連
絡
先

中
牟
田

(
宮
(⑫
5
2
7

女
性
の
方
な
ら
、

一
度
は
編
み

棒
を
手
に
さ
れ
た
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

講
師
の
先
生
に
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
編
み
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
完
成
し
た
作
品
は
自
分

で
着
用
し
た
り
、
人
に
さ
し
あ
げ

'. ， 

3
位
入
賞
を
土
産
に
、
喜
び
の

報
告
に
見
え
た
大
村
キ
ャ
ロ

ッ
ト

F
C
の
皆
さ
ん(
ロ
/
幻

・
市
役
所
)

ママさんサッカー全国 3位

九州代表として、全国ママさんサッカー選手

権大会に出場した大村キャロットFC (城幸太

郎監督)が、みごと 3位入賞。12月27日市役所

を訪れ、松本市長へ喜びの報告をしました。

大会は、 12月23日--24日まで静岡で行われま

したが、全国の強豪を相手に大健闘、接戦の中、

チームワークと集中力でみごと 3位入賞を成し

遂げられました。

城監督は、「これを機に、新たなスタートとし

て、もう一つ上を目指して頑張りたいJと、次
回大会へ向け意欲満々です。

い
つ
も
き
れ
い
な
花
が
供
え
ら
れ
て

い
る
東
光
寺
跡

(
松
原

1
丁
目
)

野
岳
湖
自
然
公
園
に
至
る
県
道
の
途
中

に
、
東
光
寺
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
も
弥
勤
寺
や
立
福
寺
な
ど
と
同
様

に
、
寺
の
名
前
が
地
名
と
し
て
残

っ
た
と

郡七山の中で最大の寺院

跡寺光東

こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
は
、
昔
、
松
尾
山
東
光
寺
と
い

う
禅
宗
の
寺
が
あ
り
、
郡
七
山
十
坊
の
中

で
も
最
も
大
き
な
寺
院
で
し
た
が
、

沃
一吐

2
年

(1
5
7
4
)
の
キ
リ
シ
タ
ン
蜂
起

に
よ
り
焼
き
払
わ
れ
ま
し
た
。
正
保
4
年

(1
6
4
7
)
、
そ
の
跡
に
薬
師
堂
が
建
立

さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

遺
跡
に
は
、
正
和
5
年

(
1
3
1
6
)

品
じ
や
り
し
よ
う
げ
ん

の
銘
が
あ
る
東
光
院
阿
闇
梨
性
元
の
墓
、

薬
師
知
来
の
石
柄
、

三
伯
と
し
る
し
た
大

石
(
馬
頭
観
音
H
馬
の
保
護
神
)
な
ど
が

あ
り
ま
す。

特
に
東
光
寺
住
職
性
元
の
墓
は
、
名
前
と

年
号
が
書
か
れ
た
非
常
に
古
い
墓
石
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
光
寺
跡
は
、
い
つ
も
掃
除
が
な
さ
れ

て
い
て
、
花
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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/〈芯¥肺
が
ん
を
防
ご
う

厚生省[人口動態統計j

昭和35 40 45 50 55 60 61 62 

肺
が
ん
は
他
の
臓
器
の
が
ん
に
比
べ
、

進
行
・
転
移
し
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

肺
は
血
管
が
多
く
リ
ン
パ
系
が
発
達
し

て
い
る
た
め
に
、
肺
の
他
の
部
位
や
骨
や

肝
臓
、
脳
な
ど
へ
転
移
す
る
危
険
性
が
高

い
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
最
大
の
予
防
法
な
の
で
す
。

ω歳
を
過
ぎ
た
ら
年
に

1
回
は
必
ず
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-肺ガん・胃ガんの年次死亡率(人口10万対)

/¥¥〕可

国立叫

時，

50 
(人)

20 

10 

40 

30 

被爆者健康診断を行い宮す
対象者 被爆者手帳¥健康診断受診者証

を持っている人

受付時間 午前1 0時~11 8寺

午後 ? 時~ 2時30分

問い合わせ 大村保健所まだは市福祉課福祉

1系
※今回の定期健康診断以外に年2回まで、 希
望により健康診断またはガン横診を受ける

ことガできます。

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 程 実 施場所 対象地区

1月31日(月) 市コ ミセ ン 三浦、鈴田、大村

2月1日伏) 市コ ミセ ン 大 村

2月2日(水) 福干止センター 大村

2月3日(木) 福祉センター 西大村、 萱瀬

2月4日(金) 福祉センター 西大村

2月7日(月) 松原出張所 福重、松原

2月8日(刈 竹松出張所 竹 松

... 肺ガんになりやすい人とは

有害化学物質を取り扱う人

40歳以上の男性
大気活染の強い所にいる人

せき¥疋んの続く人¥血疋んの出る人

喫煙指数ガ600以上の人
け日の喫煙本数×喫煙年数〉

ぺ

-
2
3
4
5

原
爆
被
爆
者
お
よ
び
そ
の
子
ヘ

就
職
支
度
金
を

支
給
し
ま
す

被
爆
者
が
、
経
済
的
自
立
を
図
る
た
め

就
職
す
る
場
合
、
そ
れ
に
要
す
る
支
度
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

被
爆
者
で
低
所
得
者
で
あ
る
人

ま
た
は
、
そ
の
人
と
生
計
を
一
つ
に
す
る

子
が
就
職
す
る
人

支
給
金
額

・
被
爆
者
の
場
合

4
万
円

・
そ
の
子
の
場
合

2
万
円

問
い
合
わ
せ
市
福
祉
課
福
祉
係

近年、出生率の低下に伴い、「健やかに子供を

生み育てる環境づくり」が社会全体の課題となっ

ています。こうしたなか、地域において児童 ・妊

産婦などの福祉に関する相談・援助活動を行う児

童委員への期待が高まっています。

そこで、児童福祉に関する事項を専門的に担当

する「主任児童委員Jが平成 6年 1月1日付けで
厚生大臣より委嘱されました。

児童福祉増進のために活動していただきます。

お気軽にご相談ください。

主任児童委員が決まりました

( 

!電話

|52-2932 

|53-7315 

|52-3459 

僅霊霊屋塞，
南地区(三浦、鈴田、大村地区)

|委員名 | 住 所

|小川 園 治 |大里町間番地2

i伊川 京 子 |荒平町日04番地
|久松 喜美子 |片町四番地13

健康テレホふサービス
ft23-4646 

中地区(西大村地区)

ハU
唱

E
i

2 月 C型肝炎

月 火 痔の予防

の 水 子どものおやつ

ア 木 アレルギー性鼻炎ースギ花粉症

金 痴呆 (戸ルツハィマ-病〉
マ土日 陰部のイボ

杭出津 2丁目535番地21

桜馬場 1丁目251番地1

諏訪 3丁目482番地2

代

一夫

一子

幾一

公

一敦

口
一回
一岡

飛

一益

一永

北地区(竹松、福重、萱瀬、松原地区)

武留路町753番地 1

原口町617番地58

竹松本町565番地 l

U
一山
一
U

原

一上

士
冗

梶
一
山
一
坂

t 



平
成

6
年
度

春
休
み
・
放
課
後

ーj

学

童

保

育

入

所

児

童

募

集

対
象
休
み
期
間
中
お
よ
び
放
課

後、

仕
事
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り

家
庭
の
保
護
に
欠
け
る
小
学
1
年

生
j
3
年
生
の
児
童

期
間
お
よ
び
時
間

・
春
休
み
期
間
中
・
:
午
前
8
時
j

午
後
5
時

ω分

-
放
課
後
・
:
4
月
1
日
働
か
ら

1

年
間
、
放
課
後
j
午
後
5
時
初
分

場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

。
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
富
小
横
ま

る
た
か
商
庖
前
宮
(⑪
1
5
8
2
)

O
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

(
中
央
幼

稚
園
内
包
②
3
3
3
9
)

。
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園

内
包
@
6
4
3
8
)

。
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ

(木
場
の

パ
ス
方
向
転
換
所
前
宮
⑪
6
2
9

0
)
 

申
し
込
み
月
j
土
曜
日
の
午
後
、

随
時
各
ク
ラ
ブ
へ

広報おおむら 平成6年2月号

申告の時期となりましたが、次の日程で申告会場を設

けています。申告日に都合がつかない方は、 3月15日ま

でに市役所大会議室にて申告してください。

なお、確定申告をされる方は市の申告書を提出する必

要はありません。

※未申告の場合、所得証明などの交付や国民健康保険税

の軽減制度の適用も受けられませんので、必ず申告を

申告受付回程
市県民税

国民健康保険税

説
明
会

・
3
月
6
日
間
午
前
叩
時
j

u

時と
ま
と
ク
ラ
ブ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
ク

ラ
フ
-
3
月
日
日
刷
、
午
前
叩
時
j

H

時あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
、
く
さ
ぶ
え

ク
ラ
フ

※
当
日
印
か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ

B
V
 

指
導
員
募
集
中
f

あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
、
く
さ
ぶ
え

ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ

各
ク
ラ
ブ
へ

地 区 申告受付日 場 所

竹松 2月4日{金)、7日(月) 竹松出張所
(農業のない世帯)

西大村 2月8日ω、9日体)
西大村出張所

(農業のない世帯) 10日(木)
大村 2月14日目)、15日(刈 市役所大会議室

(農業のない世帯)

=浦・萱瀬 3月1日ω 三浦・萱瀬出張所

福重・鈴田 3月2日休) 福重・鈴田出張所

松原 松原出張所

竹松
3月3日(木)

(農業のある世帯)
竹松出張所

大村・西大村
3月4日也、7日目) 市役所大会議室

(農業のある世帯)

確定申告が始まります仏苦手ヴラ
呼称も

申告と納税期間

・贈与税… 2月1日(火)----3月15日ωまで
・所得税… 2月16日(水)----3月15日ωまで
なお、所得税納税相談の際に、併せて消費税の相談も行えま

す。個人事業者の消費税の申告期限は3月31日制です。
期限間際は、大変混雑が予想されますので、相談と申告は正

しくお早めにお願いします。

税務署における納税相談時間

午前 9 時~12時、午後 1 時~ 5 時

※毎週土-日曜日は休みとなっていますが、

(タックスアンサー)をご利用いただくと、

コンピューターがお答えします。

(ご利用の際には、税務署・市役所・商工会議所に備え付けの

コード表が必要ですのであらかじめご用意ください。)

申告書の提出は郵送でも結構です

記入もれ、押印もれ、計算誤り、 書類の添付もれなどにご注

意ください。

なお、申告書控の返送を希望される方は、返信用封筒・切手

も同封してください。

※納税は、安全で確実な口座振替が便利です。

詳しくは、諌早税務署 (ft22-1370)へお尋ねください。

=申告は正しくお早めに=

軽
自
動
車
・
車
椅
子
を
寄
贈

西日本プラント工業献)は¥会社創

立40周年を記念し¥社会福祉活動の
一助にと軽自動車?台¥車椅子4台¥
100万円相当を奇贈。 12月20巳¥
大村事業所の中島年雄所長ガ市役所

を訪れ¥松本市長出席のもと贈呈式

ガ行われました。

(等松
12を本
/寄市
20贈長
ムす(左)
JJLるへ
22中軽
生島自
ム所動 r

回目↓長車ぷ

午前8時30分~午後4時受付時間

スポーツ振興基金ヘ

多額の浄財寄付
寄ツの フ 目
あ {寸振 吾 ト)指
りさ興典ボは方
ガぞれ基返 i亡典
とま金しル夫子
う し へと協 ・ さ
ごた 1 し会忍ん
ざ o 0 て冨リさ(
い O ¥理ん久
ま 万 ス事(原
し 円ポ長元 2
だをソ丁

「税金電話相談」

税金のご相談に

松本市長引左)ヘ多額の浄財を寄

付する指方さん(市役所)



平
成

6
年
度

委
託
業
務
関
係
の

指
名
願
い
申
請
を

平
成
6
年
度
委
託
業
務
関
係
の

競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
方
は
、

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

業
種
警
備
・
清
掃
・
浄
化
槽
・

消
防
設
備
・
機
械
器
具
・
そ
の
他

保
守
管
理
を
要
す
る
業
種

申
請
期
間

2
月
凶
日
間
j

n
日

ω
 

申
請
場
所
管
財
課
監
理
係

申
請
書
類
市
の
独
自
様
式
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業。

務
に
つ
い
て
は
、

3
月
1
日
j

m

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

2
月
げ
日
閥
、
午
後
1
時

O
L
J
 

円

d
ノ7
ム

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
者
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

O 

第
刊
は
固

大
村
市
青
少
年
健
全
育
成
研
究
大
会

子
ど
も
会
議
・
少
年
の
意
見
発
表
会

今
、
子
ど
も
た
ち
は
何
を
考
え

て
い
る
の
か
、
聞
い
て
み
ま
せ
ん

4
U
 
内

容

小

・
中
学
生
、
親
に
よ
る

子
ど
も
会
議
(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
、

意
見
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

(
入
場
無
料
)

日
時

2
月
幻
日
山
、
午
後
1
時

間
会
場
所
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑪
3
1
6
1
)
 

大
村
市

中
学
校
美
術
作
晶
展

第

1
固

昨
年
ま
で
小
学
校
と
合
同
で
行

わ
れ
て
い
た
大
村
市
小
・
中
学
校

図
工
美
術
作
品
展
で
す
が
、
作
品

の
増
加
に
と
も
な
い
今
年
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
独
自
に
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
る
の
は
、
絵
画
・
彫

塑
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
の
作
品
で
、

す
べ
て
授
業
中
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
で

レ
ベ
ル
も
高
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

最
近
の
中
学
生
が
何
を
考
え
ど

う
表
現
し
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

2
月
四
日
出
j

n
日
開

展
示
時
間
午
前
9
時
(
初
日
は

正
午
か
ら
)

j
午
後
5
時
(
最
終

日
は
3
時
ま
で
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

主
催
市
教
育
委
員
会
、
市
中
学

校
教
育
研
究
会
美
術
部

お
り
、
ガ
み
で
あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
、
誰
で
も
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
お
日
出
、
午
後
1
時

初
分
j

3
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
お
ひ
な
さ
ま
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金

申
し
込
み
は
お
早
め
に

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
凶
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の

支
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
、
平
成
5
年
4
月
1
日
か
ら

6
年
3
月
白
日
ま
で
に
該
当
す
る

i
¥

O
 

r
Jノ利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万

円

(1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

大
村
入
国
者
収
容
所
が

大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た

ロ

大
村
入
国
者
収
容
所
は
、
昭
和

お
年
ロ
月
初
日
針
尾
か
ら
大
村
市

に
移
転
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
5
年
ロ
月
弘
日
か
ら

「大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
出
入
国
管
理

お
よ
び
難
民
認
定
法
の
規
定
に
よ

り
国
外
に
退
去
さ
れ
る
人
を
、
送

還
す
る
ま
で
の
間

一
時
収
容
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
名
称

変
更
さ
れ
て
も
組
織
・
業
務
内
容

な
ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
(
古

賀
島
町
宮
@
2
1
2
1
)

平
成

6
年
版
県
民
手
帳
を

ご
購
入
の
方
ヘ

別
冊

「
1
9
9
4
資
料
編
」
日

ペ
l
ジ
中
、
長
崎
市
と
佐
世
保
市

の
デ
l
タ
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

訂
正
の
う
え
ご
利
用
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。



広報おおむら平成 6年 2月号

ご
存
じ
で
す
か

就
学
援
助
費
制
度

就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
義
務

教
育
の
児
童
お
よ
び
生
徒
に
対
し

て
、
そ
の
事
情
が
よ
く
な
る
ま
で

の
間
就
学
に
必
要
な
学
用
品
や
給

食
費
な
ど
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て

認
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
を
通
じ
て

2
月
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
ま
す
。

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

学
校
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

受
講
者
に
は
県
教
育
委
員
会
か

ら

「操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

( 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

2
月

n日
ω、
お
日
側
、

午
後
6
時
鈎
分
j
9
時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

対
象

一
般
成
人

定
員

初
人

受
講
料

無
料

申
込
先

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

(宮
⑪
3
1
6
1
)
ま
で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

銃
砲
万
剣
類

登
録
審
査
会

日
時

3
月
日
日
樹
、
午
後

1
時

j
3
時

場
所

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎

(長
崎

市
筑
後
町

宮
0
9
5
8
⑫
2
2

5
1
)
 

当
日
持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲
万
剣
類
②
万
剣
類
発

見
届
出
済
証
③
申
請
者
本
人
の
印

鑑
(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

-
登
録
証
交
付
手
数
料

1
件

5
、
2
0
0
円

・
登
録
証
再
交
付
手
数
料

ー
件

2、

7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
・

県
教
育
庁
文
化

課

(
宮
0
9
5
8@
1
1
1
1
)

・
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所

・
市
社
会
教
育
課

多重②
視聴覚ライブラリー

A 
~ 親子映画

歯の健康・ラマーズ法・妊婦体 :

操(実習)・母子用品のそろえ

方・幸せな出産プラン・お父さ

ん出番ですよ・素敵なお母さん

になるために・本との出会い・

母乳で育てるために・妊娠中の

栄養の摂り方について・調理実

習など

募集人員 30人

受講料 無料

申込方法 電話またはハガキで、

中央公民館 (幸町25~33市コミ

セン内854-3161)へ申し込ん

でください。

r1人から2人ヘ、そして・・・」

明日の親のための学級(妊婦教室〉を聞きます

新婚さん、妊婦さん、これか

ら結婚される皆さんを対象にし

た内容です。講師は、それぞれ

の専門の先生が担当されますの

で、お気軽にご参加ください。

これからお父さんになる方々

の参加を歓迎します。

期間 2 月 2 日 (水)~ 3月11日樹、

計8回

時間 午後 1 時~4 時( 2回は

お父さん対象で午後6時30分~

8時)

会場 市コミセン

内容・ 妊娠中の保健・妊婦と

i市コミセン I1 0: 00"-' 11 : 00 2月12日出I'I.J ~ - "- - I 

!西大村コミセン114:00"-' 15: 00 
・三年寝太郎 (アニメ10分)

・空と ぶ マウス (アニメ11分)

・よしっf僕がやる 児童劇38分)

=劇団 たんぽぽ公演=

2月22巴(火)
午後6時30分---8時15分
大村市民会館

大村子ども劇場 第70回例会

r，しドル?とイヴパイアヴテナ」

2 月 1ー 中地問館 1 1O:00~11 :00 
・虹に向か つ て (アニメ20分)

・ベンと工イモス (アニメ23分)

・アリババと40人のとうぞく (アニメ13分)

視聴覚ライブラリー

(宮54-3161市コミセン内)
問い合わせ

ベットのルドルフガ字ガかける不思議

なのら猫のイッバイアッテナと知りあっ

てくり広げられる¥知恵と勇気と友情の

物語です。

入場料 入会して会費の納入ガ必要です。

※当日も入会できます。

問い合わせ 大村子ども劇場 〈西三城町

ft53-7 0 63/J¥杉〉

円
ペ

U

4
E
i
 



大
村
帝
国
民
隼
多

#
d
F
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

第
7
回

た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
、

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
口

入
賞
作
品
は
、
年
金
制
度
P
R

の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

(

敬
称
略
)

推
薦
松
崎
力
(
諏
訪
2
丁
目
)

特
選

福
田
久
幸
(
植
松
1
丁
目
)
、

樋
口
覚
(
久
原
2
丁
目
)
、
内
野

正
(
諌
早
市
)

入
選

行
徳
寅
吉
(
植
松
1
丁
目
)
、

川
鶴
正
保
(
片
町
)
、
藤
崎
良
子

(
水
主
町
2
丁
目
)
、
楠
本
邦
博

(
須
田
ノ
木
町
)

お〉オバーチャンの誕生日

力さん (諏訪2丁目)の作品松崎

推薦

佳
作

樋
口
覚
(
久
原
2
丁
目
)
、

上
野
利
美
(
松
並
2
丁
目
)
、
田

口
孝
(
片
町
)
、
松
崎
力
(
諏
訪

2
丁
目
)
、
藤
崎
良
子
(
水
主
町

2
丁
目
)
、
荻
原
孝
浩
(
諏
訪
3

丁
目
)
、
井
本
勇
愛
(
植
松
3
丁

目
)
、
楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)
、

渡
海
土
筆
(
片
町
)
、
相
良
智
穂

子
(
本
町
1
丁
目
)

奨
励
賞
松
添
信
子
(
福
重
町
)
、

橋
口
文
雄
(
片
町
)
、

川
鶴
正
保

(
片
町
)
、
楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木

町
)
、
相
良

一
路
(
本
町

1
丁
目
)

新
年
名
刺
交
換
会

出
席
お
礼

1
月
4
日
開
催
の
新
年
名
刺
交

換
会
に
は
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
名
刺
交
歓
会
は
、
市
民
の

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
く
た

め
会
費
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
行

き
届
か
な
か
っ
た
点
は
ご
了
承
い

た
だ
き
、
来
年
も
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
西
高

通
信
制
生
徒

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ

で
で
も
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
の

か
た
わ
ら
、
自
宅
で
学
習
を
進
め

(
登
校
は
日
曜
日
に
月
2
回)、

4

年
間
で
高
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。

願
書
受
付

3
月
3
日
同
j
4
月

4
日
開

問
い
合
わ
せ

長
崎
西
高
等
学
校

通
信
制

(
長
崎
市
竹
の
久
保
町
2

0
9
5
8
@
4
6
6
4
)
 

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 4 3K~3DK 7， 600 ~ 17，00。
種 久原第二 5 3DK 2 1. 200~23 . 800 

城 2 3DK 25.200 

池 田 2 2K~3K 7.800~ 8.400 

常 盤 1 3DK 13.500 
2 種
古賀島 3DK 25.500 

松並第一 2 3DK 23 ， 500~24 ， 000 

市営住宅入居者募集

O 

公
正
取
引
委
員
会

平
成
6
年
度

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

年
2
回
程
度
の
研
修
会
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
日
常
の
生
活
経
験
に
照

ら
し
た
消
費
者
と
し
て
の
意
見
や

情
報
を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。

応
募
資
格

却
歳
以
上
の
消
費
者

応
募
期
限

2
月
刊
日
同
(
当
日

消
印
有
効
)

モ
ニ
タ
ー
の
任
期

1
年
間

謝
礼

年
1
2
、
0
0
0
円

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
公
正
取
引
委
員
会

事
務
局
九
州
事
務
所
消
費
者
モ
ニ

タ
ー
係

(
干
仰
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
2
j
H
j
1
8
0
9
2
j

4
3
1
j
5
8
8
1
)
へ
提
出
し

申込期限 2月7日(月)

抽選日 2月18日(到、午前10時30分~

入居日 3月1日ω
申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

。
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
県
庁
消
費
者
行

政
担
当
課
ま
た
は
、
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

O 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

H
3
月
コ
l
ス
リ

内

容

・

被
覆
ア
l
ク
溶
接
(
実

技
)
・
3
級
シ
ャ
l
シ
整
備
士
受

験
準
備
講
習
・
マ
イ
コ
ン
入
門
・

パ
ソ
コ
ン
図
形
処
理

「花
子
」
入

門
・
ワ
ー
プ
ロ
「
一
太
郎
」
(
初

級

・
中
級
)

申
込
期
間

2
月
1
日

ω
j
m日

口凶申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

阜
市
小
船
越
町
宮
(⑫
2
3
2
3
)

県営住宅入居者募集

随時

随時受付(前回の応奏で募集戸数

に満たなかった団地〉

申し込み ・問い合わせ 県住宅供給公社大村事

務所 Cfi52-6825大村パスタミナル2階〉

-14-

用紙の配布

募集期間
O 

県
立
北
松
高
等

職
業
訓
練
校

。
板
金
科
、
自
動
車
整
備
科

応
募
資
格

中
学
卒
業
以
上
(
卒

業
見
込
合
)

応
募
期
間

2
月
1
日

ω
j
m日

開

(
2
次
H
3
月
1
日

ω
i
n日

制
)
。
経
理
事
務
科

応
募
資
格

職
業
転
換
の
た
め
新

た
に
技
能
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

人
で
、
公
共
職
業
安
定
所
の
受
講

指
示
を
受
け
た
人

応
募
期
間

2
月
1
日
ω
j
3
月

日
日
制
詳
し
く
は
、
北
松
高
等
職
業
訓

練
校

(
0
9
5
6
@

3
1
4
5
)

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
へ



市民オ リzシテーりシゲ大会
ご
寄
付

ご
好
意

。
香
典
返
し

3月13日(日)
※荒天時は3円20日(日)
鈴田小学校校区周辺

種
目

。
A
コ
l
ス
7
h
H
中
学

生
以
上

O
B
コ
l
ス
5
h
H
家
族

組
(
成
人

1
人
を
含
む
)

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

1
グ
ル

ー
プ

4
人
以
内
を
原
則
と
し
、
家
族
組

に
は
必
ず
初
歳
以
上
の
人
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ

て
く
る
物

弁
当
・
水
筒

・

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
基
金
へ

V
坂
本
金
男
(
宮
代
町
)
日
万
円

V
浜
田
正
枝
(
西
部
町
)
叩
万
円

V
山
本
道
子
(
竹
松
町
)
叩
万
円

V
大
場
弘
明
(
荒
瀬
町

)
5
万
円

V
吉
次
徹
二
(
小
長
井
町

)
3
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
禿
和
代
(
田
下
町
)
初
万
円

V
大
田
博
己
(
小
路
口
本
町
)
初

万
円
V
山
口
雅
子
(
陰
平
町
)
初
万
円

平成6年2月号広報おおむら

(
敬
称
略
)

V
水
本
義
昭
(
岩
松
町

)
5
万
円

V
上
谷
テ
ル
(
黒
木
町

)
5
万
円

。
一
般
寄
付

三
城
小
学
校
へ

V
肘
十
八
銀
行
社
会
開
発
振
興
基

金
日
教
材
用
ビ
デ
オ
辺
万
円
相
当

V
北
和
則
(
玖
島
1
丁
目
)
展
示

収
納
ケ
l
ス
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
朝
日
生
命
大
村
営
業
所
職
員

一

同
リ
バ
ザ
l
益
金
3
万
2
9
0
円

V
芳
文
会
リ
パ
ザ
l
益
金

3
万
円 昨年の大会より

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
雨
具
な
ど

集
合

鈴
田
小
学
校

受
け
付
け

午
前
8
時
初
分
j
8

時
日
分

ス
タ
ー
ト

午
前
9
時
(
解
散
予

定
午
後
1
時
)

申
込
方
法

参
茄
料
を
添
え
て
体

育
課
ま
で

参
加
料

(
保
険
料
を
含
む
)

高
校
生
以
上

5
0
0
円
、
中
学
生

以
下
(
幼
児
を
含
む

)
3
0
0
円

締
め
切
り

2
月
M
日
同

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課
、
各
小

中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

(
主
催
・
・
・
体
育
課
、
主
管
・・
・
大
村

山
岳
会
)

問
い
合
わ
せ

体
育
課

市
立
図
書
館
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
日

児
童
図
書
日
万
円
相
当

清
和
園
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
山
口
金
次
(
久
原
1
丁
目
)
野
菜

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
付
属
看
護

学
校

H
2
万
円

V
額
田
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
リ

1

万
円
大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
樋
口
キ
サ
(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん
V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
音
楽
隊
H

社
会
人
初
心
者

水
泳
教
室

初
心
者
対
象
の
水
泳
教
室
で
す
。

泳
ぎ
に
自
信
が
な
い
人
、
こ
れ
か

ら
水
泳
を
や
っ
て
見
ょ
う
と
思
う

人
大
歓
迎
。
泳
ぎ
の
初
歩
か
ら
指

導
し
ま
す
。

期
間

2
月
6
日
同
j

3
月
幻
日

間
(
毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時
j

7
時
日
分
)

場
所

大
村
勤
労
者
体
育
施
設
・

屋
内
プ
l
ル

参
加
人
員

犯
人
程
度
(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

指
導
者

大
村
市
水
泳
連
盟
指
導

慰
問
V
長
松
道
明
(
長
崎
市
)
ケ
l
キ

V
全
国
理
容
環
境
衛
生
同
業
者
組

合
連
合
会
日
洗
剤

・
入
浴
剤
ほ
か

三
彩
の
里
へ

V
前
田
繁
利
(
多
良
見
町
)
み
か

んV
勢
上
喜
久
二

(
宮
代
町
)
み
か

んV
出
口
産
婦
人
科
医
院
H
み
か
ん
・

お
菓
子

V
国
見
町
身
障
協
会
H
飲
物

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
、
乳
児
院
へ

V
ヘ
ア
メ
イ
ク
M
H
理
容
奉
仕

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
隊

一
同
日
3
万
円

V
今
野
敏
浩
(
玖
島
3
丁
目

)
5

万
円

員参
加
料

1
、
0
0
0
円
(
傷
害

保
険
料
含
む
)

申
込
先

屋
内
プ
l
ル

(
主
催
・・
・
体
育
課
、
主
管
・・
・
大
村

市
水
泳
連
盟
)

※
参
加
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課

お
お
む
ら

市
民
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
選
手
権
大
会

第
3
回

場期
戸斤日

市 4
営月
陸 3
上 日
競(日)
十支
場

V
横
田
俊
子
(
池
田
新
町
)
お
手
玉

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町

)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
松
尾
秀
志
(
溝
陸
町

)

5
万
5

千
円
V
ダ
・
カ
l
ポ
H
慰
問
ほ
か

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
長
崎
営
業

所
日
た
ば
こ

V
大
村
部
隊
音
楽
部
川
慰
問
ほ
か

V
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
第
7

団
H
見
学
慰
問
・
タ
オ
ル

V
永
淵
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
萱
瀬
保
育
園
日
慰
問
ほ
か

V
小
佐
古
子
供
会
H
も
ち

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
大
村
市
立
正
佼
成
会
H
供
養

参
加
資
格

歳
以
上

競
技
種
目

1
0
、
0
0
0
い灯、

棒
高
跳
を
除
く
全
種
目

※
競
技
区
分
:・
5
歳
ご
と
の
年
代

ク
ラ
ス
に
区
分

参
加
料

1
種
目

2
、
0
0
0円

申
込
期
限

3
月
四
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
収
納
係
・
川
島
(
内
線

1
2
8
)
、
休
日
お
よ
び
夜
間

(
宮
(⑪

4
2
8
2
川
島
)

男
お
歳
以
上
、
女
初

V
鈴
木
・
和
田
・
好
回
・
中
尾

・

田
平
美
容
院
H
理
容
奉
仕

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
支
部
H
2
万
円

V
田
中
三
成
(
中
岳
町
)
も
ち
米

V
か
た
ま
ち
保
育
園
H
慰
問
・
ま

ん
じ
ゅ
う
ほ
か

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

20・r..... ..... 
万海ま嘱
8上す山
千自や致
円律1 重
隊 4~ 
大千三
村 2 城
航 7 町
空 5"----" 
基円 1
地互
H 円

-15-



カレジター2昆
2
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税

(
8
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1GkB d 乳幼児健康相談 松原出張所②13:30~15:00 3歳児健康診査大村保健所
②9:30~ 10:00 、 13:00~13:30 

2臼 明日の親のための学級(1) 17臼 ⑧平成2年8月生まれ(2 年 2 月 ~7 月生まれで、
倒。 市コミセン 13:00~ 16:00 。村 まだ受けていない人も受診してください)

妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~ 13:00 ⑧母子健康手帳、問診票

4日 ⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁 定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

働 成人の健康相談 福祉センター 13:00~ 15:00 1歳6か月児健康診査市コミセン

@40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑧13:00~ 13:30 

18日 ⑧平成4年7月生まれ(4 年 2 月 ~6 月生まれで、

6日 当番医 まだ受けていない人も受診してください)

(日)
(内・小)琴尾医院 東二城町宮@2056 信自 ⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
(外)松尾外科医院東本町 ft@3331 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00~15:00 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ ⑧⑮…4日倒と同じ

7日 市コミセン 9:30~ 11:00 ⑧9:00~9:30 19B 
耳とごと|ぎの相談 福祉セン夕、- 13:00~ 15:00 

⑮母子健康手帳、ズボン 住)
(用) 一般健康相談市役所 13:00~16:00 当番医

ft@5575 ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 20日 (内-小)与那城医院 池田新町

乳幼児健康相談市コミ七ン (日) (整)松永整形外科医院西大村本町宮⑬5861
8日 告白⑫4300

G約
②9:30~ 11 :00 、 13:30~15:00 

22日 幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 
⑧9:30~9 :45 ⑧平成3年8月 ~9月生まれ

9日 明日の親のための学級(2) G約 ⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コップ

倍。
市コミセン 13:00~ 16:00 23制日 明日の親のための学級(4)
⑧母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、コップ 市コミセン 13:00~ 16:00 

10日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 24日 機能訓練根気の会 市コミセン 10:00~13:00 
同 ⑮年間計画 側 ⑮調理実習

11日 当番医
1歳6力、月児健康診査

(内)吉田内科クリニック 本町宮⑫117725日 市コミセン ⑧13:00~ 13:30 

(金・祝)(外)山下外科医院 西二城町宮~7122 働
⑧⑮…18日働と同じ
明日の親のための学級(5)

13日 当番医 市コミセン 18:30~20:00 
(内呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 2⑪5000

(日) (整)牟田整形外科医院 古町2丁目 2⑫4501 27日 当番医
(内・小)松永医院古町2丁目 合⑫2943

14日 乳幼児健康相談竹松出張所 (日) (外・1工)山道医院桜馬場2丁目色⑬2305

(局
⑧9:30~ 11 ・ 00 、 13:30~15:00 ことばの教室市コミセン 13:30~16:00 
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 28日 ⑧母子健康手帳⑧ことばの発達など

15日
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ② 9:30~11:00 (用)

が気になる幼児

G的 ※初めての人は、環境衛生課へ電話で申し込んでください。

略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容
16日 明日の親のための学級(3) ⑧…持ってくるもの

凶 市コミセン 13:00~ 16:00 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
商
堂

司，

1月1日現在
計 77，1 62 
(+ 1 23) 

36， 974 
(+ 60) 

40， 1 88 
(+ 63) 

24， 388 
(+64) 

人口の動き

男

女

人口

世帯数

〉内は前月比

ハh
U

4
E
i
 

2月の大村ボート(3 日 ~7 日、 11 日 ~15 日、 19 日 ~24 日-電話

投票開設5周年記念)
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